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日本の教育現場における「柔軟な学び」の必要性と、それを実現するための学習支援

システムの役割について令和８年９月に本学で実施した調査結果 4)を基に考察した。従来

の教育が抱えてきた多様性の不足や一律的な指導に対する課題意識を背景に、過去の個別

最適化学習の実践研究の経緯を説明し、教員の負担軽減や教育環境の改善策として、スタ

ディ・ログを活用した学習支援システムの重要性を報告する。 
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１．「柔軟な学び」の必要性  

 

 戦後、教科書の選定教科書への移行に当

たって、連合国の司令部から「Courses of 

Studies」を作り、これをもとに民間で教科書

を作れと指示された木田宏氏は、「学習を指導

する要領」すなわち「学習指導要領」と訳さ

れた。この翻訳にあたった木田宏氏はStudies

の訳に困ったと言っていた。（木田宏教育資料

オーラルヒストリー参照） 

 また、木田宏氏は、IEA（教育到達度評価学

会）でオランダの研究者から「どうして日本

は学力が下のクラスがないか」との質問をさ

れ、「日本の先生は、学級の中で学力が平均点

少し下の児童生徒を狙って指導を行ってい

る。」「日本の学力は、上も下もなく平均のと

ころに集まっている。」「これは、大変シンボ

リックな日本の教育です。」と言われていた。

これに対し、「オランダでは学力が上の方の児

童生徒を狙って指導している」との発言が

あった。（木田宏オーラルヒストリー194 頁） 

 すなわち、木田宏氏は、これまでの日本の

教育は多様（柔軟）な学びに欠けていること

を指摘されていた。（筆者らは、学習指導要領

の原語について、連合国の司令部の指示であ

る「Studies」と複数であったことに困られて

いたが、今回の学習指導の改定においては「柔

軟な学び」として、その方向性が示されたと

受け止める。） 

 その後、教育実践では、学習者の特性、自

律性等からクラス、グループ、個人学習が各

種の学習方法での試行がなされてきた。とく

に、パソコン（デジタル化）の導入にともな

い、これらを支援するシステムの開発もなさ

れ、新しい展開が施行されてきた。 

 このような状況において、現在、教師は柔

軟な学びの実践について、どのように受け止

めているか調査し、新しい学習指導要領の「柔

軟な学び」に対し、どのような課題があるか

考察した。 

 

２．調査結果の課題 

  ～学習支援システムの機能の必要性～ 

今回本学では、今後の教育実践および研究

活動の発展・充実に資することを目的として

次期学習指導要領の検討において特に重要視

されている「情報活用能力」「教科書の利用」

「柔軟な学び」「余白の創出」の 4 項目を中心
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に、小・中・高・特別支援学校の教員を対象

にアンケート調査（n=810）を実施し、その結

果を分析した。4) 

 調査結果の分析の「柔軟な学び」について

の教師の意識と現状の課題での報告では、 

 ○教員の増加 

 ○学習支援システムの開発 

の必要性が明らかになってきた。とくに、教

員の増加は、現在の社会状況、経済性から見

て、非常に困難であり、学習支援システムに

よる支援が、その解決方法の１つであると考

える。 

 学習支援システムの機能としては、本調査

結果（n=810）から次のようなシステムが要

望されている。 

ここでは、調査結果から本稿の内容に関する

設問項目を抽出し、調査結果の課題を報告す

る。（ただし、( )内の番号は調査の項目番号） 

 

（12）理解度に応じた教材・コースの提供支

援［一人ひとりの学習履歴や理解度・興味・

関心に対応した教材・学習材・コースが提供・

提案できる機能］ 

 この項目では、理解度に応じた教材・コー

スの提供支援についての項目では、“必要であ

る”と“非常に必要である”と回答した教員

は、小学校で 95%、中学校で 94%、高等学校

89%、特別支援学校99%であった。全体的に、

多くの校種で提供支援が必要であると回答し

ており、特に、特別支援学校においては要望

が多かった。 

 

（13）学習履歴（スタディ・ログ）を活用し

た自動配布・最適化［学習プロセスの履歴デー

タ等を解析し、個に応じた課題や教材の配布

が自動で行われる機能］ 

この項目では、学習履歴（スタディ・ログ）

を活用した自動配布・最適化についての項目

では、“必要である”と“非常に必要である”と

回答した教員は、小学校で 94%、中学校で

94%、高等学校 86%、特別支援学校 94%で

あった。(12)と同様に、「柔軟な学び」を支え

る学習支援システムの必要性が示されている。 

 

（14）学習者一人ひとりに応じた「柔軟な学

び」を実現・推進するうえで、教員の負担軽

減策の推進 

 

図１ 理解度に応じた教材・コースの提供支援 

図２ 学習履歴を活用した自動配布・最適化 

図 3 教員の負担軽減策の推進 
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 この項目では、教員の負担軽減策の推進に

ついての項目では、“必要である”と“非常に必

要である”と回答した教員は、小学校で 97%、

中学校で 98%、高等学校 98%、特別支援学校

100%であった。学習者一人ひとりに応じた

「柔軟な学び」を実現・推進するうえで、教

員の負担軽減策の推進の必要性が示されてい

る。 

 

３．学習支援システムの機能 

  ～過去の実践研究の経緯 3)～ 

 

（１）理解度に応じた教材・コースの提供

（1978 年～） 

①カナ、英数字を用いた個々の処理（CMI） 

 もっとも原始的な方法としては、テストの

結果を入力し分析して、個々のテスト結果に

適する学びの資料の提供がある。1978 年頃に

開発された CMI では、コンピュータを用い

た初期の利用として多く用いられていた。 

 

 ここに学習状況に応じた学習プリント（カ

ナ、英数字）の出力であり実際の資料は外部

管理で児童が番号を入力すると実物が取り出

せるようになっていた。 

 

図 5 左から操作卓、カードリーダー 

 

図 6 番号を押すと資料が取り出せる 

（川島小学校（1985）、新しい教育をめざす CMI シ

ステム資料集） 

②学習履歴を用いた個々の学習プリントの提

供 

 CMI を設置し、2 年ほど後に学習履歴（ス

タディ・ログ）が利用できるようになり、学

習履歴を用いた個々の学習プリントの提供が

始まった。（川島小学校） 

 

 出力モード（学流プリント：カナ、英数字）

は、①と同様であるが、学習履歴が、CMI シ

ステムに記録・管理（学習履歴ファイル）さ

れ、それを用いて個に適する学習プリントを

図 4 川島小学校の CMI システム(1978 年) 

テストの結果 

評価・診断 

処理 

個々に応じた 

学習プリント 

学習 

教材 

データベース 

実物管理 

（漢字が利用できな

いため実資料（問題

等）は外部管理） 

図７ 学習履歴（スタディ・ログ）の利用 

学習履歴 

評価・診断 

処理 

個々に適する 

学習プリント 

学習 

教材 

データベース 

実物管理 

（学びのデータ） 
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出力した。児童は実物管理システムから番号

を入力し、学習プリントに指示された資料を

学習していた。 

③日本語（漢字）、図形の教材の利用 

 ～個々の学びに適した学習コース、教材の

提供～ 

 1980 年代になると、コンピュータが漢字処

理、図形処理が広く可能になりだした。また、

学習コース（学習プログラム）は、単元また

は教科全体の学習内容の構造化し、学習反応

記録を用いて、系列化処理をして学習プログ

ラムを構成した。 

 この系列化処理を用いた学習プログラムを

用いて CAI を同様に個々の学びに利用して

いた。 

 

 

 

図 9 パソコンに学習内容と出席番号を入力（個

別の学習プリントを出力し学習）池田小学校にて 

 

 このように、1970～1980 年代に始まった

カナ、英数字利用のコンピュータ、漢字処理

が可能になったコンピュータを利用し、現在

の OECD の個別学習の自動化のレベル 1、2

が実践され、レベル 3 の試行実践が始まった

時期である。 

 その後、2000 年代になると映像、音声、文

字等が記録・処理が可能になり、デジタルアー

カイブとしての資料管理・利用が進み出した。 

 

（２）学習履歴（スタディ・ログ） 

 CMI システムによる学習履歴の管理は、

1978 年から始まっている。当時のコンピュー

タは記憶容量が少なく、またカナ文字、英数

字しか利用できなかったため、主としてカナ、

数字での入力・管理であった。その構成は、

次に示すように、個々の学習者の保健体育等

のデータから、学びの達成状態（1、0 データ；

メモリーが少ないため）の記録し、個々の学

習プリント、教材、学習コース等の提供に利

用していた。 

教育リソース 

（教材 DB） 

（児童が希望する学習

内容を指示） 

学習順序 

（系列化） 

学習順序で
の学習材の

配置 
学習歴 

（レスポンスア

ナライザー） 

学習材提供 

（プリント出

力）

図 8 オープン教育での個別学習の資料の提供 
（個別学習の自動化の課題Ⅰ より） 

学習者の指示

（入力） 

学習目標 

（学習の順序での学習

を一人一人進める） 

年、組、出席番号を

入力 

一人一人に適した学

習プリントの出力 



5 

 

図 10 学習歴の一部（後藤忠彦(1986)「学校にお

けるコンピュータの教育利用」日本教育新聞社

p.117） 

 

図 11  初期の学習履歴ファイル 

 しかし、1978 年当時の CMI システムは、

まだ初期の実験試行用として、1 年～6 年ま

での学習履歴の記録・管理を進めた。しかし、

現在の情報化の時代になり、プライバシー・

個人情報保護の観点から、また学びの分析の

必要性から、何年間の記録保管が必要か検討

すべきである。 

 

（３）「柔軟な学び」の実現のための教師の負

担減を図る 

 調査項目（14）や（9）の教員の増員でも必

要、非常に必要とされ、95%以上になってい

て、その対応が必要とされる。 

「柔軟な学び」の実現に向けて教員増員を求

める意識は 90%以上と非常に高いものの、現

在の社会状況や経済性から教員の増員は極め

て困難とされています。そのため、教師の負

担軽減を図る現実的な方策として学習支援シ

ステムによる補助の活用が必要とされている。 

具体的に求められるシステム機能・方策は以

下の通りである。 

①理解度に応じた教材・コースの提供支援：

一人ひとりの学習履歴（スタディ・ログ）や

理解度、興味・関心に対応した教材や学習コー

スを提案・提供する機能。 

②学習履歴を活用した自動配布・最適化：学

習プロセスの履歴データを解析し、児童・生

徒個々に合わせた課題や教材の配布を自動で

行う機能。 

このように学習支援システムを活用し、個に

応じた教材選定や配布作業等を自動化・補助

することが、教師の負担減を図るための重要

な方策となる。 

 

４．今後の課題 

（１）一律指導からの脱却と個別最適化学習

の推進 

従来の日本の学校教育は、平均的な児童・

生徒に合わせた一律の指導が中心であり、

学習履歴 

 

1 人 1,000 項目／年×6 年×800 人 

          

          

          

          

          

          

          

 

図 12 教員の増員 
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個々の学習者の特性や自律性に応じた多様な

学びに欠けていた点が指摘されている。新学

習指導要領等において「柔軟な学び」が提起

される中、クラス・グループ・個人学習といっ

た多様な形態を組み合わせ、個別最適化され

た学習体制を確立することが根本的な課題で

ある。 

 

（２）現実的な教員負担軽減策とシステム活

用 

アンケート調査（n=810）では、各校種にお

いて教員の増員を求める声が 90%以上と極め

て高い割合を示している。しかし、現在の社

会情勢や経済的制約から大幅な教員増員は困

難である。そのため、教員増員だけに頼るの

ではなく、デジタルツールや学習支援システ

ムを活用して教材選定や配布作業等を自動

化・補助し、現実的な手立てで教員の負担軽

減を図ることが不可欠な課題となっている。 

 

（３） 学習支援システムに求められる主要機

能の実装 

調査結果では、柔軟な学びを支えるシステ

ム機能として、特に以下の導入・充実が強く

要望されている。 

① 理解度に応じた教材・コースの提供支援：

一人ひとりの学習履歴や理解度、興味・関

心に対応した教材やコースを提案・提供

する機能（各校種で 89〜99%の教員が必要

と回答）。 

②スタディ・ログを活用した自動配布・最

適化：学習プロセスのデータを解析し、

個に応じた課題や教材の配布を自動で行

う機能（各校種で 86〜94%が必要と回答）。 

 

（４）学習履歴（スタディ・ログ）とプライ

バシー保護の両立 

1978 年 の CMI （ Computer Managed 

Instruction）システム開発以来、学習履歴の

蓄積と活用が実践されてきた。しかし現代の

情報化社会においては、個人情報保護やプラ

イバシーの観点が極めて重要視される。学び

の分析・活用の必要性と照らし合わせ、学習

履歴データを「何年間記録・保管すべきか」

といった運用ルールの検討・整備が課題とさ

れる。 

（５）デジタルアーカイブと「学びのデザイ

ン」の活用 

教育リソース（デジタルアーカイブ）を活

用し、学習データの計測・記録・評価・診断

（パターン認識等）から得られる還元情報を、

学校や家庭での学習、さらには「学びのデザ

イン（カリキュラム設計）」へ実効的に結びつ

ける情報基盤の構築が求められている。 
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図 12 教育リソース・デジタルアーカイブの利用
（教育実践、情報基盤としての利用）（個別学習の

自動化課題Ⅰより） 
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